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２．図書を使って調べる

○分類記号（背ラベル）
児童文学作家・絵本作家に関する参考図書は、Ｂ１

階読書活動支援室「児童文学研究書」（資料検索時の
「所蔵場所」は「児研」）の書架にあります。
なお、図書館の本は「日本十進分類法（NDC）」で分

類された数字の順に並んでいます。

《関連分野の分類記号》 背ラベルの1段目の数字です。
※絵本作家の評伝は726に、児童文学作家の評伝は9類の
以下の分類などに排架されています。

【資料がある場所】（Ｂ１階 読書活動支援室）

〇児童文学作家を調べる ※すべて館内閲覧のみです。

・『児童文学者人名事典』（中西敏夫／編 出版文化研究会
1998-2000）【909/296】〈児研〉

「子ども向けの本を出版したことのある人」を幅広く収録。生年、
略歴、所属団体、著作（単行本）等が確認できる。

「外国人イラストレーター編」「日本人編（上下）」「外国人作家
編」「ＹＡ（ヤングアダルト）人名事典」とシリーズがある。

・『日本児童文学大事典』 全３巻 （大阪国際児童文学館

／編 大日本図書 1993）【909/271/1-3】〈児研〉

日本の児童文学に関わる人物・事項を収録（発行時点で存命
者は、1945年以前の誕生者のみ）。生没年、活躍分野、出生地、
略歴等が確認できる。主要人物は代表作とその解説も収録。

第１巻に人名「あ～と」、第２巻に「な～わ」を収録。第３巻は叢
書、児童文学賞、索引など。

・『現代日本児童文学作家事典』 （日本児童文学者協会

／編 教育出版センター新社 1991）【909/ﾆﾎ】〈児研〉
「作家一覧」には、原則として作品集を2冊以上刊行した作家の

生年月日、略歴、作品リスト、作風等を収録。その他、「明治以降
の物故作家一覧」「主要研究・評論家・翻訳家一覧」等の一覧を
収録し、各々略歴等を掲載している。
姉妹編に『現代日本児童文学詩人名鑑』 【911.58/39】がある。

・『オックスフォード世界児童文学百科』 （ハンフリー・カー

ペンター／著，マリ・プリチャード／著，神宮輝夫／監訳 原書房
1999）【909/304】〈児研〉

1983年5月までの情報を収録。海外児童文学の作家名、作品

名、登場人物名などの項目が、混在であいうえお順に配列され
ている。作家名の項には、生没年、国籍、略歴を記載。
なお、『世界児童文学百科現代編』（神宮輝夫／編 原書房

2005）【909.03/8】は、本書の続編として刊行された。

※作家の作品名のみ調べる場合は、こちらも有効です。

・『作家名から引ける日本児童文学全集案内』 （日外ア

ソシエーツ株式会社／編、発行 2007）【909.03/12/1】〈児研〉
1945-2003年に国内で刊行された、全集・アンソロジーの収載

作品のべ47,811点を、作家名別に配列。

シリーズに『作家名から引ける世界児童文学全集案内』
【909.03/12/2】がある。また、『作品名から引ける…』が日本・世
界【909.03/9、10】とあるほか、『作品名から引ける日本児童文
学個人全集案内』【909.03/26】も刊行されている。

１．調べるためのキーワード
図書館の所蔵検索や各種データベースを検索する際に利用するキーワードの例です。

《キーワード》 “作家名”・・・伝記、研究書等は、作家名を「タイトル」検索するとヒットしやすくなります。
絵本 児童書（児童+図書） 児童文学 ファンタジー 〈and〉 人物 人名事典 伝記 など

《読支-２》

栃木県立図書館
パスファインダー
（調べ方案内）

＜本文中の記号について＞
【 】 ： 請求記号
〈 〉 ： 資料のある場所

児童文学作家・絵本作家を探す
(2016.３作成 2019.11改訂)

児童書や絵本の作者を調べるための資料・ツールをご紹介します。

目次
１． 調べるためのキーワード
２． 図書を使って調べる

３． インターネットで調べる
４． 関係機関

726 漫画、挿絵、児童画

726.5 挿絵、イラストレーション

726.6 絵本、絵本作家の評伝

909 児童文学研究

909.02 児童文学史

909.03 児童文学研究の参考図書

910.268 作家の個人伝記・作家研究

914 評論、エッセイ、随筆

児童文学研究書②
（分類記号が９～）

児童文学研究書①
（分類記号が0～８）



栃木県立図書館 調査相談課
レファレンスサービス担当

火-金 9:00-19:00  土日祝 9:00-17:00
〒320-0027 栃木県宇都宮市塙田1-3-23
URL：http://www.lib.pref.tochigi.lg.jp

TEL：028-622-5112  FAX：028-624-7855
E-Mail ： chousaka@lib.pref.tochigi.lg.jp

○●読書活動支援室●○ （地下１階）
読書ボランティアや学校教職員等、子どもの読書活
動関係者を支援するための部屋です。児童文学の
研究書や、参考図書等を排架しています。
また、子どもの読書や児童文学に関する調査相談

に応じています。お問い合わせは右記までどうぞ。

〇絵本作家を調べる ※注記のない資料は貸出可
絵本には、長く読み継がれる名作や、読み聞かせ・ブックトークなどにおすすめの作品があり、こうした作品をリスト化した資料

が多数出版されています。時代を超えて読み継がれる作品を生み出した作家は、こうした資料から調査可能な場合があります。

・『連続講座〈絵本の愉しみ〉』全３巻（吉田新一／著 朝倉書店 2018）【726.6/167/1-3】（児研）

アメリカとイギリス、それぞれの国の伝統を築いてきた作家について、人物像やエピソードが分かる。紹介されている作家の著
作目録や作品名・人名索引あり。

・『絵本とイラストレーション』 （今井良朗／編著 武蔵野美術大学出版局 2014）【726.6/137】〈児研〉

絵本のイラスト、物語性などを多角的に分析した資料。資料編に絵本を学ぶための文献（リスト）、人名一覧あり。

・『絵本のいま』 （イラストレーション編集部／編 玄光社 2013-）【726.6/150/013-】〈児研〉

2013年に創刊し、隔年で出版されている。現在活躍している絵本作家の作品やプロフィール、デビューした作家のインタビュー
が掲載されている。また、長く読み継がれている作品の作家も紹介している。

・『絵本作家のアトリエ』 全３巻 （福音館書店母の友編集部／著 福音館書店 2012-14）【726.6/118/1-3】〈児研〉

全３巻で計36名の絵本作家が、創作と人生について語った連載の単行本化。作家ごとに、代表作の書影が掲載されている。

・『絵本の事典』（中川素子ほか／編 朝倉書店 2011）【726.6/115】〈児研〉 ※館内閲覧資料です。
国別・地域別の絵本史の解説があり、主要な絵本作家を確認できる。巻末に事項・人名・書名索引あり。

・『絵本と絵本作家を知るための本』（マーブルトロン／編、発行 2006）【019.5/124】〈児研〉
国内外の絵本作家を取り上げ、作家別に絵本を紹介するガイドブック。書影、イラストはカラーで収録。

・『絵本図書館』（光吉夏弥／著 ブック・グローブ社 1990）【K726/ﾐ】〈児研〉
1974～77に月刊誌「絵本」に連載された、外国の絵本作家についてのエッセイをまとめた資料。58名の絵本作家が掲載される。

・『絵本の世界 １１０人のイラストレーター』 全２巻 （堀内誠一／編 福音館書店 1984）【K726/ﾎ/1-2】〈児研〉

世界の著名な絵本作家110人を、カラー作品で紹介している。

３．インターネットで調べる
インターネット上で確認できる検索ツールやデータベー

スをご紹介します。

・国立国会図書館 リサーチナビ
http://rnavi.ndl.go.jp/childbook/
トップページの検索窓に「絵本」などのキーワードを入れて

検索すると、「子どもの本のブックリスト」「絵本のベストセラー・
ロングセラーを調べるには」等の調べ方や、関連するレファレ
ンス事例などが確認できる。

・レファレンス協同データベース （国立国会図書館）

http://crd.ndl.go.jp/reference/
全国の各種図書館で受けたレファレンス（質問回答）の事例

を検索できるデータベース。類似する調べ物の回答プロセスを
確認し、調査に活用できる。

・絵本ナビ （株式会社 絵本ナビ）
http://www.ehonnavi.net/
書名やキーワードから資料検索ができるほか、テーマ別、対

象年齢別、「しかけ絵本」などのジャンル別で、資料が一覧で
きる。資料詳細画面では、試し読みが可能なものもある。

４．関係機関

・国立国会図書館 国際子ども図書館
東京都台東区上野公園12-49

TEL：03-3827-2053（代表）
FAX：03-3827-2043

一般の方からの調査は、利用案内・所蔵調査等の簡易
な内容に限り、電話にて受け付けています。
まずは、お近くの公共図書館にご相談ください。
（図書館経由の調査には対応しています）

・公益財団法人 東京子ども図書館
東京都中野区江原町1-19-10
TEL：03-3565-7711

FAX：03-3565-7712

文書・電話・FAXによる調査相談、読書相談、お話会や
文庫運営の相談を受け付けています。


